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【必　要　物】	セロハンテープ

FEP-OS-N2 、FEP-V-N2（外側プリンター）の場合は
「12-2　FEP-OS-N2 、FEP-V-N2のプリントテープ
交換」（→P.24）を参照してください。

1	 プリントテープ巻取り紙管に巻き取った古いプリン
トテープはプリントテープ巻取り紙管ごと取り外
し、送り出しローラーにあるプリントテープ巻取り
紙管は新しいプリントテープ巻取り紙管としてお
使いください。

2	 テープ補正板を一番奥に押込んだ状態にしてく
ださい。

日々 の作業を安定して能率的に行うために、作業前・作業後のメンテナンス・早い時期の消耗部品の交換をお勧め
いたします。
以下の「消耗部品の交換方法」をよくお読みいただき、正しく作業を行ってください。

12　消耗部品の交換方法

12-1　FEP-N2のプリントテープ交換

100V 仕様機

200V仕様機

テープ補正板
MEMO 	 プリンターを購入していただいた時には

プリントテープ巻取り紙管は巻取りロー
ラーに装着しています。

警告 	 プリントテープを交換するときは、電源をOFF
にして活字及び活字カセットケースが充分に冷
えてから作業を行ってください。熱い時にプリン
トテープ交換作業を行うと火傷をする危険性が
あります。

警告 	 消耗部品の交換やメンテナンスを行う時は、必ず電源プラグを手で持ってコンセントから抜き、プリンターのヒー
ター部が充分に冷えてから作業を行ってください。電源プラグを差し込んだまま作業を行うと感電する危険性が
あります。また、プリンターのヒーター部が充分に冷えていないと火傷の危険性があります。

警告 	 取扱説明書に記載されている以外の間違った方法で交換すると機械が正常に働かないばかりか、感電や火
傷をする危険性があります。

警告 	 消耗部品は必ず弊社指定の部品をご使用ください。指定外の部品を使用されると製品の性能が正しく発揮で
きないだけでなく、故障の原因にもなります。

必ずシーラー本体の電源プラグをコンセントから
抜いた状態で作業を行ってください。
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3	 電源ツマミを左に回してOFF状態にすると押さ
えローラーとドライブローラーの間に隙間ができま
す。

4	 プリントテープを送り出しローラーにセットします。

5	 プリントテープの端をヒーター部ユニットと取付
ベースの隙間に通します。プリントテープの光沢
のある面が活字に当たるようにセットしてください。

6	 プリントテープをドライブローラーと押さえローラー
の隙間にまっすぐに通して、プリントテープの先
端をセロハンテープなどでプリントテープ巻取り紙
管に貼り付けてください。

プリントテープ巻取り紙管送り出しローラー

取付ベース
ヒーター部ユニット

押さえローラー

ドライブローラー

プリントテープを
まっすぐに通す

巻取りローラー

テープ補正板

押さえローラー

電源ツマミ

セロハンテープ

送り出しローラー

押さえローラー

ドライブローラー

必ずプリントテープがこの部品の上を通るよ
うに取り付けてください。

注注
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FEP-N2（内側プリンター）の場合は「12-1　FEP-N2
のプリントテープ交換」（→ P.22）を参照してくださ
い。

1	 電源ツマミを左に回してOFF状態にすると押さ
えローラーとドライブローラーの間に隙間ができま
す。

2	 ローレットノブを緩めてヒーター部ユニットを取り出
します。

7	 電源ツマミを右に回すと電源がONになり、プリ
ントテープが押さえローラーとドライブローラーに
挟まれ固定されます。

8	 プリントテープのたるみを手でプリントテープを回
して取ってください。

12-2　FEP-OS-N2 、FEP-V-N2のプリントテープ交換

ローレットノブ

ヒーター部ユニット

電源ツマミ

押さえローラー

ドライブローラー

電源ツマミ

警告 	 プリントテープを交換するときは、電源をOFF
にして活字及び活字カセットケースが充分に冷
えてから作業を行ってください。熱い時にプリン
トテープ交換作業を行うと火傷をする危険性が
あります。

警告 	 電源をONにしてから、時間が経過す
るとヒーター部ユニットが熱くなり火傷の
危険性がありますので充分注意してくだ
さい。
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3	 プリントテープ巻取り紙管に巻き取った古いプリン
トテープはプリントテープ巻取り紙管ごと取り外
し、送り出しローラーにあるプリントテープ巻取り
紙管は新しいプリントテープ巻取り紙管としてお
使いください。

4	 プリントテープの光沢のある面が活字に当るよう
に、プリントテープの先端を押さえローラーとドラ
イブローラーの隙間にまっすぐに通して、セロハ
ンテープでプリントテープ巻取り紙管に貼り付けま
す。

5	 テープ補正板を一番手前にした状態にしてくだ
さい。

6	 たるませたプリントテープの間にヒーター部ユニッ
トを通して元通りにローレットノブで固定しセットし
ます。

7	 プリントテープは、少したるませたままで送り出し
ローラーにセットします。

8	 電源ツマミを右に回すと電源がONになり、プリ
ントテープが押さえローラーとドライブローラーに
挟まれ固定されます。

9	 右イラストの方向にプリントテープを手で回してプ
リントテープのたるみを取ってください。

送り出しローラー セロハンテープ

押さえローラー

ドライブローラー

プリントテープ巻取り紙管

巻取りローラー

テープ補正板

ローレットノブ

電源ツマミ

MEMO 	 プリンターを購入していただいた時には
プリントテープ巻取り紙管は巻取りロー
ラーに装着しています。

警告 	 電源をONにしてから、時間が経過す
るとヒーター部ユニットが熱くなり火傷の
危険性がありますので充分注意してくだ
さい。
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FEP-OS-N2
FEP-V-N2

【必　要　物】	 附属品のピンセット、オープナー

活字は単品販売、セット販売しています。

1	 プリントテープカバーを取り、プリントテープを取り
除きます。

外側プリンターの場合
外側プリンター（FEP-OS-N2 、FEP-V-N2）の場合、
プリンターのヒーター部ユニットをシーラーに取り付けた状
態での活字の交換は困難です。
プリントテープカバー、プリントテープを取り除いてヒーター
部ユニットの白色の電源プラグを抜きます。ローレットノブ
を緩めてヒーター部ユニットを取り出した状態で活字の交
換を行ってください。「12-1　FEP-N2のプリントテー
プ 交 換 」（ → P.22）、「12-2　FEP-OS-N2 、
FEP-V-N2 のプリントテープ交換」（→ P.24）を参
照してください。

2	 ■ FEP-N2
附属のピンセットなど先の細い物を、ヒーター
部ユニットの上の長穴から押し込んで活字カ
セットケースを押し出します。

	 ■ FEP-OS-N2 、FEP-V-N2
活字ケース押し棒を指で押して、活字カセット
ケースを押し出します。

3	 附属の活字交換用オープナーの端を右イラスト
のように活字カセットケースの活字と活字の間に
差し込みます。

	 オープナーの幅の広いほうを使用してください。
活字カセットケースが広げられて活字が取り出せ
るようになります。

4	 活字をセットするときは、オープナーで活字カセッ
トケースを広げながら差し込みます。活字の溝
が活字カセットケース先端のL型に曲がった部
分にはまるようにセットしてください。

12-3　活字の交換

オープナー

活字カセット
ケース

押し込む

オープナー

オープナーでカセットケースを
広げながら活字を差し込む

差し込み先端

活字カセットケース附属のピンセットで
押し出す

活字ケース押し棒

警告 	 ヒーター部及び活字は高温になっていますの
で、活字交換の際は充分に注意して作業を行っ
てください。

	 活字交換は充分に活字カセットケース内の活
字が冷えてから行ってください。
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中央に配置

左右に偏った配置

5 0 g

5 0 g

例）｢50g｣の活字をセットする場合

5	 活字カセットケースを取り付けるときは、活字カセッ
トケースをヒーター部ユニットに押し込んでセットし
た後、「12-1　FEP-N2のプリントテープ交換」
（ → P.22）、「12-2　FEP-OS-N2 、FEP-
V-N2 のプリントテープ交換」（→ P.24）を
参照して、プリントテープをセットしてください。

活字カセットケース

注意 	 少ない活字をセットする場合は出来るだ
け活字カセットケースの中央に取り付け
てください。

	 活字が左右どちらかにかたよると印字不
良の原因になります。




